
活動に参加してもらった方々に、参加の理由や期待してい

ること、気づいたことや満足したこと、不満に思ったこと、

その他の様々なニーズなどについて、規藤葱鰹繚頭額触媒鶏

凄懲醗繚蹴鞠鰐怒鞠澱鋤。そこには活動をより楽しく
価値の商いものにするヒントがたくさん潜んでいる。それを

次のプログラムの中でかたちにしていくことで、さらなる

参加の動機付けやリピーター育成にもつながっていく。

を

置くことが陳適になるとともに、活動を継続する理由がそこ

に生まれてくる。

継続的な活動を行うにあたっては、活動資金を確保するこ

とも重要である。多少の縛りはあるものの受託事業や勅裁金

をうまく活用することも考える。頸講薄叢や轍講義懇薄願す

るに務たっては騰報酸祭と、箔淑子鬼慈慾近況偉高打つ」雷

づくり琵襲襲恕夕煮クとして縫えることが大切。なお、受託事

業や助成金は、あくまでも自分達の「やりたいこと（活動）」

を実現させるための手段（ツール）であり、単に組織を維持

させるためのものではないという理解に基づいて活用する。

活動の楽しさや価値を知ってもらい活動に参加してもらう

動鮒けとして、“参細才やすぎ’の競落が重要である。主な

要素としては、短時間でトライアルできる、決まりごとを多く

作り過ぎない（安全の確保は必須）、多様な方々が参加できる

内容（プログラム）、参加費が安価であること、一人でも参加

できるなどが挙げられる。

団体が企画したプログラムにただ参加してもらうだけではな

く、参加者自身が実施してみたいことがある場合（リピーター

になればなるほど出てくる）は、それらも実施できるような場

や時間を設け、輩鯨駒怪聞縛蜜漆怨澄議滋清網純潔期潔ことが

大切。参加した練熟参加者自身が主体になれたと感じても

らうことで、－参加者からリピーターへ、リピーターから会

員へ、会員からリーダーへと変わっていく可能性が高くなる。

森林や堂山等のフィールドを活用する活動を行う場合、

自分たちの「やりたいこと」だけではなく∴鍛錬温環や締轍簿

卵ニーズが論憲篤であ椋ば、ぞ漁電電受け入れ馬ということ

も大切。地域との合憲形成は継続的活動には必要である。

組織は「やりたいこと」を実現するためのものであるから、

今の状況でどのようにすれば実現できるのかを考え、議論し、

必鷺で務れ憾縄緩め務り寿を醜密で替るしくみやルm施整つ

く登。そのため貯ま、主要な主体者の役割を決め業務を分担

することも大切である。つくった組織は、組織を維持させる

ことを目的とするのではなく活動を継続させてい＜ための

ものであることを忘れない。

ZO
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活動の楽しさや価値を広めていくには、繋騒縞霧紘織捲人

の憲法詩経滝擁擁護駕詣駁こ蛍　撮施餅窓図案添）が重要で

ある。チラシ等の広報ツールを作成する際にも、いつ、どこ

で、誰が、誰を対象に、どのようなことを、いくらで実施す

るがということを掲載するだけでなく、体験者のリアリティ

ある声や楽しさがイメージできる写真等を交えながら伝える

ことが大切である。

ボランティ邦吉勤に興味や関心があっても、例え成経済的

な理由で参加に踏み込めないという人（特に学生や若年層が

多いと予測できる）もいる。その場合、参加するきっかけを

提供するという意味も含めて電燈スタッフとして参加しても

らうという方法もある。無論、その資金をどこから捻出する

かという問題はあるが、興味や関心のある方の意欲や情熱を

活動の力に変えるという働き掛けを行なっていくこともボラ

ンティア団体の役割だと考える団体もある。

そもそもボランティア図線は、興通甥「やりたいこと」を

捲った太た雷が纂まっているのであしらそれが僻で譲るのが

ということを霜鰯轍こ懸課し忘れないということが隷切である。

（活動を継続していく中でお金や人がかちんでくると、組織

の維荷や人間関係におけるしがらみ等にしぼられ、やりたい

活動を見失ってしまうことある）

活動は継続することが目的ではないため、溶融紛ゴールや

網膜奪還めて戦場縄みぞれが遵威した蟻窯で一旦や粉で、

晋筋）添勤の戚賽や繍累を認繭することも大切。さらには、

活動のマンネリ化やお金や人の問題で、やりたいことができ

なくなるのであれば　その活動をやめるという選択肢もある。

その上で、その活動が本当に必要であるならばまた誰かが

活動を始めるからである。

参加した者（実態主体者や÷参加蕾などすべての方）が

髭l壌し掛った“－と嚢感管薔奮籍勤1こす蕎ことを離す。∴対

楽演勤ま達成感や充実感に置き換えても良い。そのためには

ほ無理をし銃

できる範囲のこ

で楽しめてこそ継続する活動に繋がる。



活動を通して、自分探しの場、あ覆いはあらたな成長の

場になるよう意図して艶麗紛甘受詠縁ブ簾グラム剛商柱緩

繍込謎。企画を自分（達）ノで考え芯泣言リーダーとして

実行してもらい、成果や績粟を検証させ、次のステージに

ステップアップする、いわゆる自己実現や成長のための

しくみ（PDCA）を取り入れることで、活動や組織の価値

を高めることにつなげる。

一つのプロジェクトに様々な活動の主体者が関われるしく

み（例えば行政、NPO、企業、森林組合、関連団体等の実

行委員会や瑠議会）をつくると、様々な触憩や按緒が融合さ

れて活動が広域に広がったり、深まったりする。

また、そこから別の“面白いこどが生まれ新たな活動と

してスタートすることもある。連携説はそのような可能性を

生み出志方があるともいえるo

連携というかたちをとる場合、関係する団体それぞれの

メリットとデメリットを験澄し、書覿瓢こ楯豆で紫電しておく

ことが重要。

活動（団体）のビジョンは明確にしつつも、簿轍緩繊弱

繚蹄鍋経騒蛋粍そもそも嘗自分でやりたいと

思ったからこそ参加しているのであって、その思いや価値観

を尊重しなければ‘やりたい”という思いは薄れてくる。

経験が萱がで知識や技術を持っている方だからこそ、萱重辛

中堅で頑張って／いる親王畜場添濃でいく重宝が大切吏ある。

連携とは、例えば企業や自治体等から単に資金面で支援を

してもらうことではなく、それぞれにやりたい事（活動その

ものではなく活動のその先にあるビジョン）を達成するため

に提供できる資産（知恵、技術、資金等）を出し合って行動

を起こすことと捉えられる。したがって英に汗をかいて互い

のビジョンを達成していくことがまさに連携と言える。

22



壬　　一　　　三　∴　－∴

活動のピジョンが明確かつ揺るぎないからこぞ共感する

参加者が増え、またその中で自分の役割ややりたいことが

定まっていくので、澄轍綱梅申舗霊場訪、窮縮音義の般

厳掌紋桔こ瀧が涙切である。また、その中で活動（団体）の

魅力がどこにあるのかも明確にする。

後継者を育成しようとするばかりに若手や中堅に期待しす

ぎてしまうと、それがプレッシャーとなり活動に取り組むこ

とさえも嫌になってしまうケースは多々ある。そもそも活政

が好きで集まってきた人たちなので、組織の事情に縛られる

ことは好まないと理解し、網が滴でも後継蜜を鷺戚すると蒸

気退寮憩い、価値のある活動であれば自然と後継者は現れる

という考えに立つことも必要なのかもしれない。

ボランティア団体の役割として、自分たちの活動に参加し

てもらう1割ナでなく、他の活動に参加したい人と別の活動を

行なっている人や地域をつなぐプラットホームになるとい

う考え方もある。

∴ ��8�b��h���∴∴ ����x���ﾈ*ｸ��-ﾂ����� � 剋q ∴； ��

蛍 ��剪� 劔∴ ∴ 言． 懸 ���ｨ�b�
「∴ 剞竡ｯ � 仍ﾘ�����X������ 凵�� 

∴∴∵∴∴：∴「∴ ���� 劔劍�����B�

∴∴∴∴っ： �� ��h���綴灘 � �� 

∴　∴∴ �� ��)62�離 ��8������

∴ ／轢 �� ����X�h�h�h�i���X�H���H����� ��「∴∴ ；∴∴ 

：雪「誓当．∵∵ 劔∴ ��凵� ��「∴ ��
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継続して活動に参加する人は、参鋼款る動機や理密、

ざらにはこんなことしてみたい等何らかの思いを持って

参期日・してまでいるので、そ淘馬遼掴醸理解寄るこ也が太勘；

若手・中堅の方が活動に取り組む中で、自分自身でま気が

付いていない個々の魅力や才能等を見つけ出し、押し付けに

なら愁い程度は、零の太助薪だな可能性を底覇浸動観相と

して、例えば「リーダーとしてやってみない？」等の声がけ

ことも大切である。

：∴ �����H軛�i湖 劔 �����b�or���������r����6ﾘｶ�k�����

申： 侭��4ﾓ����：≡： ＼i／．革質 佝�6��V迄�饂��剪�「 

∴「∴子∴：∴：∴∴㍉∴ 劔」 ��h�X���?8�����H���

碧く ∴ ��「∴ ∴∴∴豆葦 剽ﾊ離‾－ 侏��剪�： ∴ ∴ ∴∴ 

かたいことを実現するだめに邁簾というかた

れば、当然ながら双方は対等怒立場にある。

活動を進めていくうちに問題等が発生した

場合には徹底的に議論し、合憲形成を図りながら解決にあた

ることが大切。


